
平成 29 年度 道徳教育に係る実践研究  

札幌市立新光小学校の取組 

（学校ホームページ http://www.shinko-e.sapporo-c.ed.jp） 

 

１ 学校の実態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校では今年度の重点目標として「なかまとともに「学び」「心」「体」

をつくる子の育成」を目指し、「かかわり合い」に重点を置いた教育活

動の展開に努めている。特に、今年度の道徳教育においては、札幌市研

究開発事業研究推進校の取組や、道徳の学習のスタンダードを確立す

るための１年間の取組を通して、道徳教育の要となる「道徳の時間」の

学習展開や教育課程への位置付け、評価方法等について研究を深めて

きた。日々の教育活動の中での道徳の学習の実践に加え、こういった

取組を通した研修を重ねることで、本校の目指す「つよく、かしこく、

心やさしい新光の子」の育成を具現化できると考える。 

道
徳
の
学
習
の
日
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きらきら 

考えを交流し、粘り強く学び続ける子ども 

・基礎基本の定着 

・伝え合う力を伸ばす 

・意欲と自信を高める 

 

わくわく 

豊かな感性をもち、相手を尊重し、思いやりのある子ども 

・明るい挨拶 

・道徳教育の充実 

・安心できる環境づくり 

・同学年・異学年とのかかわり 

 

いきいき 

強い体で元気に遊び、困難に立ち向かう子ども 

・体力向上の環境づくり 

・健康で安全な生活づくり 

 

＜新光スタンダードの確立＞ 

〇道徳の時間で目指す授業像の確認 

・研究部による提案授業 

・学習展開、評価等の研修 

〇学校公開日での一斉道徳授業 

・札幌市の「命を大切にする週間」との関連 

・学年研修での教材研究 

・保護者、地域の方への積極的な公開 

〇来年度に向けての体制整備 

・教育活動に合わせた年間指導計画の整備 

・全校で一貫した評価方法の検討 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

＜札幌市研究開発事業の取組＞ 

〇発達段階に合わせた学習展開の検討 

・ブロック学年で学習展開を検討 

・授業者以外の教員による追試 

〇道徳部会の設置 

・部会での教材研究、板書構成の検討 

・学級の実態に応じた道徳の学習の位置付け 

〇授業後の学習会への参加 

・課題探究的な道徳の学習展開の構想 

・教科書の教材の活用方法 

・評価方法の確認 

 

 

「つよく、かしこく、心やさしい」新光の子 

子ども一人一人が生きる「あったかい学校」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 道徳教育全体計画 



３ 年間指導計画 

 

 

 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

1 １－１基本的な生活習慣 ２－１礼儀 １－１自立節度 １－６個性の伸長 １－４正直誠実・明朗

2 ４－４愛校心 ２－１礼儀 ２－２親切 ２－１礼儀 ２－３友情 １－６個性伸長

3 ２－１礼儀 ４－２勤労 １－１基本的な生活習慣 ２－３友情 ２－２親切 １－２勇気・努力

4 １－１基本的な生活習慣 ２－２親切 ４－４愛校心 ４－５郷土愛 １－１基本的な生活習慣 ３－２自然愛

5 ４－２勤労 ２－３友情 ２－３友情 ４－２勤労 ４－４勤労・社会奉仕 ３－１生命尊重

6 ３－１自然愛・動植物愛護 ３－１生命尊重 ４－１規則尊重・公徳心 １－３勤勉努力 １－２希望・勇気・努力 ４－３役割・責任

7 １－２勤勉努力 ４－４愛校心 １－４正直誠実・明朗 ２－２親切 ２－１礼儀 ２－１礼儀

8 ２－４尊敬・感謝 ３－２自然愛・動植物愛護 ３－２自然愛・動植物愛護 ４－１規則尊重・公徳心 １－４正直誠実・明朗 ２－３友情

9 ４－４郷土愛 ４－１規則尊重・公徳心 ４－１規則尊重・公徳心 ３－３敬けん ３－２生命尊重 ４－１規則尊重公徳心権利義務

10 ４－１公徳心・規則尊重 １－４正直誠実・明朗 ４－６愛国心・国際理解 ４－6愛国心・国際理解 ４－７郷土愛・愛国心 １－５真理・創意進取

11 ２－２親切 １－５個性伸長 １－２勤勉努力 ３－１自然愛・動植物愛護 １－３自由・自律 １－３自由・自律

12 ２－１礼儀 ４－３家族愛 ４－５郷土愛 ４－１規則尊重・公徳心 ３－１自然愛 ２－２親切

13 ４－３家族愛 ４－１規則尊重・公徳心 ４－１規則尊重・公徳心(情報モラル） １－１自律節度 ４－２規則の尊重・公徳心 １－１基本的な生活習慣

8 14 １－１基本的な生活習慣 ３－２自然愛・動植物愛護 ２－２親切 １－５個性伸長 ２－３友情 ４－３役割・責任

15 ３－２生命尊重 ３－１生命尊重 ３－１生命尊重 ３－１生命尊重 ３－２生命尊重 ３－２生命尊重

16 １－１基本的な生活習慣 ４－５郷土愛 ２－１礼儀 １－４正直誠実・明朗 ４－３公正公平・正義 ４－５家族愛

17 ２－２親切 ２－２親切 ２－３友情 ２－３友情・助け合い ４－１役割・責任 ４－８国際理解

18 ４－４郷土愛 １－３勇気 ４－２勤労 ４－２勤労 ３－３敬虔 ２－２親切

19 １－５正直誠実・明朗 １－２勤勉努力 ２－４尊敬・感謝 １－２勤勉努力 ４－１規則尊重・公徳心・権利義務 ４－１尊重・公徳心・権利義務

20 ３－３敬虔 ２－３友情 ３－２自然愛・動植物愛護 ２－３友情 ３－１自然愛 ２－３友情

21 ２－３友情 ４－４愛校心 １－５個性伸長 ４－４愛校心 ４－５家族愛 ４－６愛校心

22 ２－３友情 １－３勇気 １－３勇気 １－１基本的な生活習慣 ４－１役割・責任 １－５真理・創意進取

23 ２－４尊敬・感謝 ２－４尊敬・感謝 １－１基本的な生活習慣 ３－１生命尊重 ２－５尊敬感謝 ２－５尊敬感謝

24 ３－３敬虔 ３－３敬虔 ３－１生命尊重 ３－１自然愛 ２－４謙虚・寛容 ４－８国際理解

25 ３－１生命尊重 ２－１礼儀 ４－２勤労 ４－１規則尊重・公徳心 ４－８国際理解 ４－７郷土愛・愛国心

26 ４－２家族愛 １－２勤勉努力 ４－３家族愛 ２－１礼儀 １－１基本的な生活習慣 ３－１生命尊重

27 １－３勇気 ４－１規則尊重・公徳心 ３－３敬虔 ４－３家族愛 ４－７郷土愛・愛国心 ２－４謙虚・寛容

28 ３－２自然愛・動植物愛護 ４－３家族愛 １－１基本的な生活習慣 １－１自律節度 ２－２親切 ４－４勤労・社会奉仕

29 １－３勇気 ４－２勤労(公正公平) １－４正直誠実・明朗 １－４正直誠実・明朗 ４－８国際理解 １－１基本的な生活習慣

30 ２－３助け合い 1－4正直誠実・明朗 ３－１生命尊重 ３－１生命尊重 １－２希望・勇気・努力 ４－４勤労・社会奉仕

31 １－４正直誠実・明朗 ４－３家族愛 ２－４尊敬・感謝 ４－6愛国心 ４－３公正公平・正義 ３－２自然愛

32 ３－２生命尊重 １－１基本的な生活習慣 １－２勤勉努力 ２－２親切 ４－４勤労・社会奉仕 ４－２公正公平・正義

33 ２－２親切 ４－５郷土愛 ２－３友情 １－４勇気 １－５真理・創意進取 ３－３敬虔

34 １－２勤勉努力 ２－４尊敬・感謝 ２－２親切 １－５個性伸長 １－６個性の伸長 ４－７郷土愛・愛国心

35 ４－４愛校心 ３－３敬虔 ４－３家族愛 ４－３家族愛 ４－６愛校心 １－２希望・勇気・努力
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４ 道徳科の評価について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑴ 本校での道徳科の評価の取組 

本校での今年度の校内研修において、道徳の学習を構想する際に

大切にしたいポイントを３点（※１）、全教職員で共通理解を図っ

た。 

 その３点とは、 

 

 

 

 

である。評価をするために、子どものどんな心情を養いたいのか、

どんな実践意欲や態度を養いたいのか、どんな判断力を養いたいの

か等、教師の「ねらい」を明確にした学習を構想することは必要不

可欠である。 

 また、評価については授業中の子どもたちの発言、役割演技の時

の様子、授業中に記した考え等を用いて総合的に評価するべきであ

るが、授業中の子どもたちの発言を記録するには限界があり、評価

しきることは困難である。そこで本校では、ワークシート（※２）

を活用して子どもたちの授業中の考えを残せるようにした。そのワ

ークシートに子どもたちが書く部分は２か所あり、１回目は中心発

問後、２回目は授業の最後の振り返りとして書くことが多い。子ど

もたちが書かせる目的が変わるので、教師の評価方法も変わる。 

本校では、 

 

 

 

と区別している。１回目に子どもたちに書かせた考えは、授業中の

机間指導で即時的に見取り、評価することが多く、１時間の学習の

中で子どもたちが道徳的価値を一面的な見方から多面的・多角的な

見方へと発展させることができるような手立てとすることが多い。   

また、２回目に子どもたちに書かせた考えは、授業後に見取り、評

価することが多いので、子どもたちが道徳的価値の理解を自分自身

との関わりの中で深められるように励ましの評価になることが多

い。教師が構想していた「ねらい」に子どもたちがしっかりと到達

したのかを見取るとともに、子どもたちが学んだ道徳的価値を実生

活に生かすことができるように励ますのである。このように、授業

中の子どもたちの様子を評価することに加えて、上記したような２

つの評価を組み合わせて行うことで、子どもたちが道徳的価値の理

解を深め、道徳性をさらに発展させることができるように評価をし

ている。 

 

 

 

 

 

① ねらいを明確にした学習をすること 

② 主発問を構想した学習をすること 

③ 評価のために、何か残せるものを用いた学習をすること 

② 評価のために、何か残せるものを用いた学習をすること 

 

 

 

１回目：多面的・多角的な視点から道徳的価値の理解を促す評価 

２回目：子どもたちの道徳性のさらなる発展を促す評価 

※１ 校内研修資料 

① 評価のために、何か残せるもの

を用いた学習をすること 

 

 

 

※２ ワークシート 

③ 評価のために、何か残せるものを用

いた学習をすること 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会の仕事に不満をもっていた加菜が変容する姿を通して、自分の役

割を果たすためにはどんなことが必要かを考えさせ、集団における自分の

役割を自覚し、主体的に責任を果たそうとする実践意欲と態度を育てる。 

 

 

⑵ 評価の実際 
札幌市研究開発事業での授業公開において、５年生は「わたしは

飼育委員」という教材で学習をした。内容項目は「Ｃ よりよい学

校生活、集団生活の充実」で、この学習のねらいは、 

 

 

 

 

である。 

 中心発問に設定した、「どうして加菜は来た時よりも足取りが軽く

感じられたのか」という加菜の変容の根拠に迫っていくことで、委

員会の仕事の意義に気付き、集団での自分の役割を自覚し直すとい

うような展開で学習を行った。この学習を例に（１）で述べた評価

の区別をすると、この学習では、「委員会の意義に気付くという道徳

的価値の理解を促す評価」と、「集団における自分の役割を自覚し、

主体的に責任を果たそうとする子どもたちの道徳性のさらなる発展

を促す評価」をしたことになる。以下、本時での実際の子どもたち

の記述をもとに具体的に説明する。 

中心発問後のワークシートに１回目に書かせた時、※３のＡ子は、

「自分」という視点で嬉しかったという考えを書いていた。机間指

導の際に、この考えを評価し、価値付けながらも、「嬉しくなったの

は自分だけかな？」と問い返しをした。そうすることで、道徳的価

値に関わる問題に対する判断の根拠やその時の心情を様々な視点か

ら捉え、考えることができるようにしたのである。また、Ｂ子は、

「１年生のために」という視点で考えを書いていた。そこで、「１年

生だけのためかな？」と問い返しをした。そうすることで、違う立

場や感じ方、考え方を理解することができるようにしたのである。

本時ではこのようにして、多面的・多角的な視点から道徳的価値の

理解を促すための評価をした。 

また、振り返りの場面でワークシートに２回目に書かせた時、※

４のＣ男は、「飼育委員の人が感謝してもらえてイイなと思った。自

分が仕事をすることで、全校に感謝されるような委員会にしたい。」

と振り返りを書いていた。読み物教材の登場人物を自分に置き換え

て考え、自分なりに具体的にイメージして理解しようとしているこ

とが見取れる。また、Ｄ男は、「自分のため、他人のためになってい

たら、進んで委員会の仕事をしたい。」と振り返りを書いていた。現

在の自分自身を振り返り、自らの行動を具体的にイメージして理解

しようとしていることが見取れる。これらの子どもたちの振り返り

に、担任からの励ましの言葉を記入し、返すことで、学習で深めた

道徳的価値を実践に移せるよう励まし、子どもたちのさらなる道徳

性を発展させられるような評価をするのである。 

このように、本校では、子どもたちが多面的・多角的な視点から

道徳的価値の理解を促すための評価と、子どもたちの道徳性のさら

なる発展を促す評価を学習の中で取り入れることで、子どもたちの

道徳性を高めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ子 

 

Ｄ男 

Ｃ男 

※４ 道徳性のさらなる発展を促す評価 

Ａ子 

※３ 多面的・多角的な視点から道徳的   

      価値の理解を促す評価 

④ 評価のために、何か残せるものを用

いた学習をすること 

 

 

 



５ 研究のまとめ 

 

⑴  各学年授業公開の実際と成果 

特別支援学級の実践 授業者：小峯 彰太 

教材名：『がまんってどういうこと』 内容項目：Ａ 善悪の判断・自律・自由と責任 

本時のねらい 

目に見えない『がまんをする』ということを、ゲームを通して体験したり、具体的な場面を絵で表したりして、

我慢というのはどういうことかを考えさせ、場の状況を理解し、どのように行動することが自分や集団にとって 

よいのかを判断し、自分の人生と集団生活の充実に努めようとする実践意欲と態度を育てる。 

 

子どもたち個々の実態を考慮し、動作化を多く取り入れたり、お話ではなく絵を使ったりして子どもたちの 

興味・関心を惹きつけ、追究意欲を持続させられるような学習展開を構想した。本時では、「どうして、がまん 

は必要なのかな」ということを考えることを通して、子どもたちは「自分や、みんなの生活をよりよくするため

だ」ということに気付き、道徳的価値の理解を深めることができた。 

１年生の実践 授業者：幅﨑 菜穂 

教材名：『やめなさいよ』 内容項目：Ａ 善悪の判断、自律、自由と責任 

本時のねらい 

間違ったことを行った友達を正す「わたし」を描いた物語を通して、正しいことを進んで行うとどんな気持ち 

になるかを考えさせ、よいことと悪いことを判断し、正しいと思ったことは勇気をもって行おうとする判断力と 

心情を育てる。 

 

低学年の子どもたちが教材の内容を理解し、整理できるように挿絵を活用した。文章を読むのが難しい子どもた

ちも、挿絵を見てお話の流れをつかんだり、登場人物の心情を考えたりすることができた。子どもたちが経験した

ことがあるような具体的な場面や行為の想定から、具体的な言葉がけを考えていく中で、子どもたちは「自分だっ

たら…」と考えを深めることができた。「間違ったことを正すことは大切」「でも、友達だったら言えるかな」という

ような葛藤を乗り越え、子どもたちは「正しいことを伝えるともっと友達と仲良くなれるんだ」という道徳的価値

の理解を深めることができた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３年生の実践  授業者：石崎 貴大 

教材名：『日曜日の公園で』  内容項目：Ｂ 相互理解、寛容 

本時のねらい 

 休日に公園で集まり、何をして遊ぶのかで意見の食い違いが起きてしまうタクと「ぼく」の姿を通して、自

分と違う意見も大切にするためには、どのようなことを心がけるとよいかを考えさせ、それを実践していこう

とする意欲と態度を育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登場人物である「ぼく」と「タク」の心の距離を表し、どうすれば仲良く遊べるか、ということを考えること

で、心の距離の縮まりを板書で表すという板書構成にした。「タクの言い分もわかるし…」「でも、「ぼく」の言

い分もわかるんだよな…」と、どっちの言い分も理解した上で、「ケンカにならないようにするには、「ぼく」は

どのように答えればよかったのかな」という課題をつかみ、追究することができた。この学習を通して、「自分

と違う意見を大切にすることで、友達と楽しく遊べるんだ」という道徳的価値の理解を深めることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最初は飼育委員になって「自分だけ損をしているような気持ち」だった加菜の気持ちが、最後は変容している

ということに焦点を当て、子どもが問題意識をもって追究できるように学習展開を工夫した。「自分のしたこと

で１年生が喜んでくれた」「自分だけじゃなくて、上級生もだよ」「学校がよくなったってことだよ」と、子ども

たちは委員会の仕事は、「自分の気持ちも、学校や学校にいる人の気持ちをよりよくするんだ」という道徳的価

値の理解を深めることができた。また、自分の生活に置き換えて考えた時には、「みんなが気持ちよくすごせる

ように委員会を頑張りたい」「自分の役割をしっかりと果たしていきたい」と発言するなど、主体的に自分の責

任を果たそうとする実践意欲をもつことができた。 

 

 ５年生の実践  授業者：吉田 修平 

教材名：『わたしは飼育委員』  内容項目：Ｃ よりよい学校生活、集団生活の充実 

本時のねらい 

 委員会の仕事に不満をもっていた加菜が変容する姿を通して、自分の役割を果たすためにはどんなことが必

要かを考えさせ、集団における自分の役割を自覚し、主体的に責任を果たそうとする実践意欲と態度を育てる。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(2) 今後の課題 
 今回の研究開発事業の授業公開では教科書の教材を活用させていただいたが、各教材のねらいである道徳的

価値の理解を促す中で、子どもたちの人間らしい考えをどう表出させていくか、学習展開の中での教師のかか

わりがとても重要になってくると感じた。「道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を多面的・

多角的に考え、自己の生き方についての考えを深める学習」にするために、どのように教科書の教材を扱い、学

習展開を構想していくか、より研究が必要である。 

 
(3) 研究開発事業を終えて 
 札幌市研究開発事業「道徳教育の充実」に係る実践研究の取組を通して、本校の道徳教育をより一層充実した

ものにできた。特に、授業者だけで設けた授業検討では、本時での子どもたちの思考の流れを想定し、どう問題

意識をもたせ、追究意欲を高めるかというような授業構成の検討や、子どもの考えを構造的に位置付ける板書

構成の検討など、１時間の学習の細部までこだわって授業を考えることができた。また、その取組の様子を学

年、ブロックの先生方に伝えることで、全教職員の道徳の学習への意識が高まり、研究への協働性がより大きな

ものとなった。 

 来年度は道徳の教科化１年目の年であるが、今年度の取組で得られた成果と課題をしっかりと振り返りなが

ら、本校の道徳教育をよりよいものにしていきたい。 

 

  

 


